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課題

は、高い演算能力とグラ

フィック処理能力を備えた車載向けの

没入型デジタル コンピューティング

コックピット プラットフォームの

開発を計画。

解決策

™

シリーズ プロセッサおよび

™ シリーズ

が高い演算能力と優れたビジュ

アル グラフィック レンダリング

機能を提供。

結果

のプラットフォームを搭載する

ことで、 の コン

ピューティング プラットフォームは

期待どおりのパフォーマンスを達成。

テクノロジ概要

™ シリーズ

プロセッサ、 ™

シリーズ

ECARX、AMD のプロセッサを使用して 

次世代の没入型デジタル コックピット 

プラットフォームを開発

™ シリーズ プロセッサ

および ™ シリーズ が

最先端のビジュアル グラフィック レンダリング

機能を実現

ケース スタディ

今日の技術の進歩は、車両の電動化、

インテリジェント化、ネットワーク

化、そして情報、通信、輸送機能が

統合されたスマート ターミナルへの

進化を支えています。

デジタル コックピットは、このような

変革における最も重要な分野の つで

あり、そのハードウェア、ソフトウェ

ア、インタラクティブ体験に関する要

件は厳しいものです。インテリジェン

ト カーの改良の積み重ねにより、デジ

タル コックピットも進化を続け、情

報、ネットワーク、エンターテイメン

トに関する各種機能は一層複雑化して

います。

には、自動車のデジタル コック

ピットの設計と生産に関する豊富な経験

があります。同社のプラットフォーム

は、世界で 万台以上の自動車に

搭載されています。車内でさらに豊かな

没入型エンターテイメントを求める需要

の高まりに応え、同社は、世界市場向け

の コンピューティング

プラットフォームを発表しました。

コンピューティング プ

ラットフォームは、 という

高い性能、そして のグラ

フィック レンダリング能力を発揮し、

最大 のスタンドアロン メモリ

と、画期的な の に対応し

ます。このプラットフォームは、車内の

没入型 ゲーム、フルスクリーン

、没入型の 大型ディス

プレイ、最大 台の 高解像度ディ

スプレイ、そして パノラマ立体

サウンドに対応します。

課題

「自動車メーカーは、次世代の 向け

に没入型の体験や革新的なインテリ

ジェント機能の実現を目指していま

す」こう述べるのは、 の共同

設立者で会長兼 の沈子瑜氏です。

「車内でのインタラクション シナリオ

や影響がより複雑になる一方、並行演

算に対する要件は常に高まっていま

す。そして、これらはすべて、さらに

高い演算能力とグラフィックス レンダ

リング能力を必要としています」

デジタル コックピットの場合、ディス

プレイ、音声認識、ジェスチャー認識

のほか、さらにインタラクティブな形

式を含め、どの機能も堅牢な並行演算

能力があってこそ実現されるもので

す。また、演算能力は、各種機能の将

来的な拡張に密接に関連し、スマート

コックピットの急速な進化を可能にし

ます。

グラフィックス レンダリング能力も、

没入型デジタル コックピット体験の実

現には極めて重要です。デジタル コッ

クピットのさまざまな機能やインタラ

クティブ シナリオは、高品質のグラ

フィック インターフェイスやマルチ

メディア コンテンツのリアルタイム

レンダリングを必要とするからです。

パワフルな は、優れた画像処理

の実現や、より複雑な機能の開発と導

入のサポートに寄与し、これまでにな

いインタラクティブな体験をユーザー

にもたらします。
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は、飛躍的な性能を発揮する自動車市場向けの没入型

デジタル コックピット コンピューティング プラットフォー

ムを開発し、優れた性能、演算能力、グラフィック処理能力

で、ユーザーの車内体験を向上させることを目指しています。

解決策

車両コックピットのインテリジェントな構成が向上し続ける

につれ、それに対応する多機能シート、 センターコン

ソール スクリーン、リアシートのエンターテイメント スク

リーン、パノラマ サウンド、 グラス、ゲーム コント

ローラー プラットフォームなどの車載製品が開発されていま

す。没入型のコックピット エンターテイメント体験を実現す

ることが、自動車会社にとっての競争の場となっているので

す。ヒューマン マシン インターフェイスによる車内での

インタラクションや大型アプリケーション ゲームなど と

いった 第三の空間 に対する需要が増すにつれ、コックピッ

ト プロセッサの演算能力やビデオ グラフィック レンダリン

グ機能への要件も高まり続けています。 万台以上のデジ

タル コックピット製品の量産経験を持ち、業界の将来を見据

えている は、 ™ プロセッ

サと ™ シリーズ を採用し、同社

の コンピューティング プラットフォームに

パワフルな演算能力を与えています。

シリーズ プロセッサは、車載

インフォテイメントや計測アプリケーションのほか、産業用

エッジ、シン クライアント、ミニ システムなどの用途向

けに設計された、第 世代の製品です。各プロセッサは

の最大コア数が で、 個の 演算ユニットを搭載してい

るため、 解像度の独立したディスプレイを最大 台同時に

駆動できます。 シリーズ プロ

セッサ単体では、前世代に比べてワットあたりのマルチスレッ

ド性能は最大で 倍 、シングルスレッド 性能は最大で

、グラフィックス性能は最大で 向上しています。

シリーズ は、画期的な ™

グラフィックス アーキテクチャをベースに構築されており、

次世代の車載インフォテイメント システム用のグラフィックス

アーキテクチャにも対応します。 アーキテクチャ

は、前世代の アーキテクチャと比較して、対象

タイトルの性能は最大で 倍 、ワットあたりの性能は最大

向上しています。

結果

は、 万台以上のデジタル コックピット製品の

量産に基づく豊富な実績と洞察力を活かし、 製品の持つ

高い性能と車内使用のシナリオにおけるニーズを組み合わせ

ることで、さまざまなスケーラビリティ技術やセーフティ設

計をハードウェアに取り入れています。その範囲は、機能安

全を含む車両の安全要件を満たす安全アーキテクチャから、

カメラ、ネットワーク、オーディオなど車両インターフェイ

スの調整や拡張にまで及び、カスタマイズされた専用の電源

管理、消費電力管理、放熱の最適化、故障モニタリング、温

度制御システムなども含まれます。

ソフトウェアについては、さまざまなモデルやブランドの

ニーズに対応できる、オープン系で車載グレードの没入型デ

ジタル コックピット コンピューティング プラットフォーム

の開発を計画しています。

「 は、専用の視覚化プログラムやその他のシステム

ソフトウェアと共に、 プロセッサのパワフルな演算能力

やビジュアル グラフィック レンダリングを最大限に活用し

ています」と沈氏は述べています。「このソフトウェアによ

り、 や などのオペレーティング シ

ステムのスムーズな動作をサポートしながら、 プロセッ

サの優れた性能をさまざまなデマンド サイドや機能ドメイン

に柔軟に割り当てることが可能になっています」

コンピューティング プラットフォームを搭載

した初のモデルは、 年上半期に量産が開始される見込み

です。その後、 コンピューティング プラット

フォームを搭載した複数のモデルを同年内に発表予定です。

詳細は次のリンクをご覧ください。

™ シリーズ プロセッサに

ついて

™ グラフィックス カードについて

について

パフォーマンス ラボで 年 月に ™ 、 年 月に プロセッサを使用してテストを実施し

ました。両方とも ワット モード有効 で、 を用いて測定しています。実際の結果と異なる場合があります。 。

パフォーマンス ラボで 年 月に ™ 、 年 月に プロセッサを使用してテストを実施し

ました。両方とも ワット モード有効 で、 を用いて測定しています。実際の結果と異なる場合があります。 。

パフォーマンス ラボで 年 月に ™ 、 年 月に プロセッサを使用してテストを実施し

ました。両方とも ワット モード有効 で、 を用いて測定しています。実際の結果と異なる場合があります。 。

について について

は 年以上にわたり、ハイパフォーマンス コンピューティング、グラフィック

ス、視覚化技術の革新を推進してきました。世界中の何十億もの人々、フォーチュン

のトップ企業、最先端の科学研究機関は、生活、仕事、遊びを向上させるため

に、日常的に のテクノロジを活用しています。 の従業員は、ハイパフォー

マンスで適応性に優れたプロダクトの開発に日々取り組み、限界に挑戦しています。

は現在を見据えながら、未来を形成しています。詳細については、

のウェブザイト、ブログ、 、および ページをご覧ください。

https://www.amd.com/ja/products/embedded/ryzen/ryzen-v2000-series.html
https://www.amd.com/ja/products/graphics/desktops/radeon/6000-series.html
https://www.ecarxgroup.com/
http://www.amd.com/
http://www.amd.com/
http://www.amd.com/
https://www.amd.com/en/corporate/newsroom
https://www.linkedin.com/company/amd/
https://twitter.com/amd
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年 月 日に パフォーマンス ラボで次のシステムを使用してテストを実施しました。 および

ドライバー 、 、 、エンジニアリング マザーボード、 。次のゲームを 最高設定で

テストしています。 、 、 、 、 。ノート メーカーの構成に

よって、異なる結果が生じる場合があります。パフォーマンスは異なる場合があります。

年 月 日に パフォーマンス ラボにて、 で次のゲームを使用してテストを実施しました。 、ウルトラ、

、ウルトラ、 、ウルトラ、 、高、 、ウルトラ、 、ウルトラ、

、ウルトラ 、 、ウルトラ、 、ウルトラ、 、ウルトラ、 、ウルトラ、

、ウルトラ 、 、ウルトラ 、 、最高 、 、ウルトラ、

、ウルトラ 、 、ウルトラ なし。使用したシステムは次のとおりです。 グラフィックス ドライバー

を搭載した 、 グラフィックス ドライバー を搭載した 、

、 、 、 マザーボード。ノート メーカーの構成によって、異なる結果が生じる場合がありま

す。パフォーマンスは異なる場合があります。 。

、 ロゴ、 、 、 、 、およびそれらの組み合わせは、 の商標です。 は、

の登録商標です。本ドキュメントに使用されるその他の商品名は情報提供のみを目的としており、各所有者の商標である可能性があります。 。

パフォーマンスとコスト削減効果の記載は により提供されたもので、 が独自に検証したものではありません。パフォーマンスとコストのメリットは、さまざまな要因の影響を受けます。

ここに示された結果は 独自のものであり、一般的ではない可能性があります。 。


